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イギリスの視察委員会制度から考える 

日本の収容施設における人権保障 
～英国王立刑事施設視察委員会委員をお招きして～ 

 

ニック・ハードウィック氏（Mr.Nick Hardwick/Chief Inspector） 

英国王立刑事施設視察委員会 主任査察官 

ヒンパル・シン・ブイ氏（Dr.Hindpal Singh Bhui/Team Leader） 

英国王立刑事施設視察委員会 入管収容施設チーム チームリーダー 

 

英国王立刑事施設視察委員会（HMIP）とは？ 

刑事・入管その他各種の収容施設を定期的に視察し、収容施設における人権侵害事案につい

ての調査、施設環境の改善の勧告をおこなう王室直轄の組織です。 

イギリスにおける視察委員会が、刑務所や入管の施設環境の改善や被収容者の処遇改善に果

たしてきた役割についてお話いただくとともに、日本の刑務所や拘置所、鑑別所、入管におけ

る施設環境や処遇の今後の在り方について考えたいと思います。 

 

２０１５年 ６月２０日（土）１３時３０分～１６時３０分（開場１３時） 

主催：大阪弁護士会 

大阪弁護士会館２階 大阪市北区西天満 1-12-5  ＜参加費無料・通訳あり＞ 

 
プログラム 

■ テーマ 

視察委員会制度の歴史、制度概要 

視察の方

視察委員会が果たしてきた役割 

■  質疑応答 

○一時保育サービスのお知らせ（要予約・無料）○ 

［対象］首のすわっている乳児～未就学児 

［時間］シンポジウム開始15分前から終了15分後まで 

お申込を希望される方は、開催日の１週間前までに下記

問合せ先まで電話で、お問合せください。 

[問合せ先]大阪弁護士会 委員会部 人権課 

TEL 06-6364-1227 


